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東大 ･生産研 榊 裕 之
半導体超薄膜及び超格子はその2次元性,人工周期性により種々の興味深い物性を示すこと
が知られている｡そしてその物性は工学的な素子としても非常に有用である｡今回の講義は物
性物理と工学の両面をふまえ次のような構成であった｡
〔1〕序論 (超格子中の電子の波動関数と量子効果 )
〔丑〕試料の作製 (MBE技術 )
〔Ⅱ〕超格子の電子状態 (HEMT,量子ホール効果など)
〔Ⅳ〕超格子の光学的性質 (フォトルミネッセンス,半導体レーザなど)
〔†〕今後の展望 (1次元超格子など)
これら各章は工学的側面を中心に展開されたが物理現象としての解説も豊富であった｡特に
物性物理学の基本概念とも言える波動関数を人工的に制御し,新しい物性を引き出す手法は今
後の物性物理の1つの方向として非常に興味深いものがあった｡
講義は半導体物理の基礎を知っていれば十分理解できるわかりやすい内容であった｡しかし
Ⅲ章,Ⅳ章を中心に最新のデータが使用され,専門家にも聞きごたえのあるものであったと思
う｡事実,企業からの参加者も多く終始活発な議論が展開された｡
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